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        中学生になって！！ ～作文特集～ 
 

 今回の１学年通信は、「中学生になって」というテーマで書いた作文特集です。 

頑張りたいこと、こういう人になりたいという、「今の思い」を書きました。 

  

 

 

 あこがれに近づく三年間   １組： ＊＊ ＊ ＊さん  

 

 暖かい春の季節、私は中学生になりました。新しい生活への楽しみで胸がいっ

ぱいです。 

 私はこの中学校生活で、達成したい目標が二つあります。 

 一つ目は、自主性を高めることです。中学生やそれ以降では、人が注意してく

れたり教えてくれたりすることは少なくなります。だから、周りの人においてい

かれないように、勉強も部活の練習も自分からできるようになりたいと思いまし

た。そのために毎日勉強する習慣をつけたり、自分から家の手伝いをしたりし

て、小学生のころは人に言われてやっていたことも、自ら進んでできるような中

学生になりたいです。 

 二つ目の目標は、相手を思いやることです。相手が喜べるようなあいさつや返

事が出来たら、相手も自分もすがすがしい気持ちになれると思ったからです。ま

た、いつも相手がどう思うかを考えて行動できるようになりたいです。知らない

間に自分の言葉で他の人が傷つかないように考えてから発言して、3年間友達と

一緒に成長し続けたいです。 

 私が中学校を卒業するまでには、たくさんのことが起きて友達と衝突すること

もあるかもしれませんが、そのときは相手を思いやって自分から謝れるようにな

りたいです。卒業する日に胸を張って、この目標を達成できたと言えるように三

年間がんばっていきます。そして、それからもできることを探して自分から動

き、どんな時でも思いやりの心を忘れないようにしたいです。そうしていつか、

自分のあこがれを追いこして、立派な人になれればいいなと思います。 

 

 苦手なことを得意に   ２組： ▲▲ ▲▲さん  

 

自分は、人の前に立つことがあまり得意ではありません。だから、発表や人の

前に立ってセリフを言う大きな仕事に立候補することは、あまり好きではありま

せん。 

 中学校では、小学校の時よりも発表や仕事に立候補する機会が多くなると思い

ます。だから、少しずつ発表回数を増やしていったり、自分のできそうな仕事か

ら立候補したりしていくなどの工夫をして、だんだん慣れていけるようにしたい

です。 

 あまり得意ではないことは、他にもあります。それは、相手より先にあいさつ

をすることです。自分は、相手に聞こえる声であいさつをすることはできるけ

ど、先にあいさつをすることはできません。相手より先にあいさつをしたほうが

自分も相手も良い気持ちになると思います。そのために、あいさつを交わせる人

を一人、二人とどんどん増やしていっていつも、誰にでもあいさつができるよう

にしたいです。 

 得意にしたいことは、あいさつや発言などだけではありません。 

 それは勉強です。中学校では、小学校のときよりも難しくなると思います。だ

から、授業を集中して受けたり、間違っていたところは復習をしたりするなどし

て、しっかりと勉強したいです。そして、苦手なことを少しでも得意にしていき

たいです。 

この他にもあきらめずに挑戦して苦手なことを減らしていって、楽しい中学校

生活が送れるようにしたいです。 

 

 

 

 

＜元気なあいさつをありがとう！！＞ 

  今回の作文特集でも書いてくれていますが、１年生は「元気よく気持ち 

のよいあいさつ」をすることを大事にしています。入学式の誓いの言葉に 

も「あいさつを頑張りたい」とありました。 

すれ違う時などに、松五生みんなが明るく「おはようございます」「こん 

にちは」とあいさつをしてくれるので、とてもさわやかな気持ちになります。

そのようなあいさつをこれからも続けて、気持ちのよい学校生活を送って 

いきましょう。 

１ 学 年 通


